
一般会計
補正予算

  歳入の主な補正

  歳出の主な補正

　歳入歳出予算にそれぞれ１億２５６１万円を追加し、総額７６億５６５９万円と
しました。
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平成３２年度の供用開始に向け工事が進む
駒寄スマート IC

入学式後、解体および新築工事始まる駒小体育館
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  増 額　
国・県支出金…………………………………７２８１万円
　子どものための教育・保育給付費
　経営所得安定対策等推進事業費など
諸収入…………………………………………１６０１万円
　駒寄スマートＩＣ大型化事業に係る
　前橋市負担金など
町債……………………………………………６６８０万円
　駒小体育館改築事業
　吉中校舎増築事業など

  減 額
繰入金…………………………………………２８０５万円
　教育文化振興基金などで、駒小体育
　館改築事業費が増額したため、財源
　を町債に振り替え

  増 額
民生費　
　児童保育費…………………………………４０４４万円
　医療費…………………………………………７１８万円
農林水産業費　
　農業振興費……………………………………６３９万円
　（農業再生協議会補助金）
土木費　
　都市施設費…………………………………２０００万円
　（駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業費）
教育費
　学校建設費…………………………………４５２５万円
　（駒小体育館改築工事費および設計業務委託費）

  減 額
農林水産業費
　林業振興費……………………………………５７５万円
　（林道改良工事用地買収費）
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会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 １億２５６１万円 ７６億５６５９万円

特
別
会
計

公共下水道事業 ４１万円 ４億４８６１万円

国民健康保険事業 １００万円 １９億２５９２万円

農業集落排水事業 ３６万円 １億５８１４万円

介護保険事業 ▲４９万円 １４億８４９７万円

後期高齢者医療事業 ９０万円 １億８８７４万円

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 ３４万円 ４億　３４０万円

資本的収支 　　　２３２１万円 ３億　４５５万円

平成３０年度　各会計別補正予算の状況 （万円未満は四捨五入）

陳
情
第
１
号　

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

五
い が ら し

十嵐  善
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一　議員

請願・陳情

件　　名 請願・陳情者 紹介議員 結　果

請願

第１号
「会計年度任用職員制度施行に伴う臨
時・非常勤職員の地位・待遇改善を
求める」意見書提出を要請する請願

群馬県自治体一般労働組合
執行委員長　宮内　政己 小池　春雄 継続審査

第２号 国に対し「消費税増税中止を求める
意見書」の提出を求める請願

渋川北群馬民主商工会
　　　　　　行方　良平 小池　春雄 不採択

賛成1　反対14

陳情

第１号 臓器移植の環境整備を求める意見書
の採択を求める陳情

移植ツーリズムを
考える会
群馬県担当　金井　愛華

― 不採択
賛成4　反対11

第２号 歯周疾患検診の拡充に関する陳情
一般社団法人
渋川北群馬歯科医師会
　　　会長　宮下　隆敬

― 採択
賛成15　反対0
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　日本での臓器移植の現状は、臓器提供者数が
移植希望者数を大きく下回っている状況が続
き、提供者や臓器提供施設が少ないことが指摘
されています。イスタンブール宣言を履

り こ う

行し
ていくためにも、より多くの国民が、国内で
臓器移植を受けられる環境を整備していくこ
とが必要であると考えます。以上の理由から、
賛成討論といたします。
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